
 

○石巻市震災伝承計画（案）概要版 
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１．位置付けと役割 

本計画は、「石巻市震災復興基本計画」の理念に基づき、重

点プロジェクト「未来への伝承プロジェクト」に定めた内容

について、その具体的な事業推進を支えるものです。 

また、「震災遺構整備方針」を始めとする震災伝承事業の基

本的な考え方を示すものです。 

本計画は、震災伝承に関わる市民とともに、その時々の実

情を踏まえ、必要に応じて計画内容の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．震災伝承の基本的な考え方 
 

（１）基本理念 

本市では、東日本大震災で失われた多くのかけがえのない命を忘れ

ず、三陸沿岸で続いてきた「大地震、大津波、そして壊滅」という悲劇

の連鎖を断ち切るため、未来まで震災を伝えていく活動の基本理念を

以下に定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）具体的な施策を展開するための基本方針 

 

 

 
 

本市における震災伝承の課題を踏まえ、今後の具体的施策

を展開するため、６つの基本方針を定めます。 

なお、施策の展開にあたり必要となる費用については、復

興財源等を活用しながら進めていきます。 

 

① 継続的な資料の収集と利活用を推進します 

② 震災（防災）に関する学習の機会を創出します 

③ 国内外へ震災の経験と教訓を発信します 

④ 慰霊・追悼の場を整備します 

⑤ 伝承活動の場を整備します 

⑥ 持続的活動を支える推進体制を構築します 

２．震災伝承の現状と課題 

・東日本大震災前から、多くの地震や津波の被害を受け、震

災・防災関連教育が行われてきたものの、死者・行方不明

者３，６０１名という多くの命を失いました。 

・時間の経過とともに防災意識が薄れていくことが危惧され

ています。 

① 収集した資料の利活用 
○ 収集資料の活用方法・方針の決定、震災伝承活動への利活用 

○ 個別に収集された資料・証言記録の集約及び利活用 

② 震災（防災）学習の体制整備 
○ 家庭、職場、地域で市民が防災を学び考える場を支える体制確立 

○ 個人・団体による震災（防災）学習プログラムの持続性確保 

③ 効果的な情報発信 
○ 震災伝承関連情報を発信するためのプラットフォーム構築 

○ 「防災週間」「みやぎ県民防災の日」「津波防災の日」等に際し

た情報発信 

④ 慰霊・追悼の場の整備 
○ 追悼施設の建設、慰霊碑の建立及び管理するための基盤整備 

⑤ 震災伝承を支える拠点づくり 
○ 震災遺構活用のあり方、伝承内容の検討 

○ 祈念公園、震災遺構がある地区以外の被災地域の震災伝承の検討 

⑥ 伝承活動に関わる多様な主体を支える仕組みづくり 
○ 各地域の震災伝承活動をつなぎ、将来にわたり支える体制構築 

○ 各震災伝承主体と学術機関等との連携 

○ 東松島市、女川町をはじめとした他の被災地との連携 

（本計画の位置付け） 

【復興の基本理念】 
１ 災害に強いまちづくり 

２ 産業・経済の再生 
３ 絆と協働の共鳴社会 
づくり 

旧門脇小学校校舎 

震災遺構整備方針 

石巻南浜津波 
復興祈念公園 
関連計画 

国 
宮城県 

石巻市 

震災伝承計画 

石巻市 

震災復興基本計画 

その他関連計画 

大川小学校旧校舎 

震災遺構整備方針 

４．震災伝承の実現化方策 

 

（１）推進体制の検討方針 

本市では、将来にわたり震災を伝えていくため、震災伝承活動

を継続的に支える専門性を持った組織・体制を検討していきま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（推進体制のイメージ） 

 

（２）実現化プログラム（案） 

本計画に基づき、継続的に組織づくりや具体的施策等に関す

る検討を進めていきます。 

 

（３）具体的施策の方向性 

震災伝承活動
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学術研究・情報発信

における連携・協力 

具体的活動・運営 

への参画・支援 

地域活動への 

協力・支援 

具体的活動・運営 

への参画・支援 

 
 
① 継続的な資料の収集と利活用の推進 

○ 震災関連資料の収集・保存・利活用方針の検討 

○ 震災に係る各種出版物の収集・保存・利活用方針の検討 など 

② 震災（防災）学習のための教材等制作と学習機会の創出 

○ 市民に向けた震災（防災）学習教材制作 

○ 市内小中学校における防災教育の充実化 など 

③ 国内外への震災の経験と教訓の発信 

○ 震災伝承関連情報を発信するプラットフォームの構築に向けた検討 

○ 震災（防災）関連情報の国内外への積極的な発信 など 

④ 慰霊・追悼の場の整備 

○ 市内各地の慰霊碑の整備（雄勝、北上、牡鹿地区） 

○ 石巻南浜津波復興祈念公園内の慰霊・追悼の場の整備 

○ 大川小学校旧校舎付近の慰霊・追悼エリアの整備 など 

⑤ 伝承活動の場の整備 

○ 旧門脇小学校の伝承拠点施設としての整備・管理運営 

○ 震災遺構の整備・管理運営 など 

⑥ 持続的活動を支える組織・体制構築 

○ 震災伝承の取組を基盤とした新たな推進体制の検討 など 

 

東日本大震災の最大の被災地である石巻市は、 

かけがえのない大切な命を守るため、 

震災の事実と教訓、復旧・復興への思いを、 

世代を超えて、地域を越えて、すべての人々へ伝え続けます 


